
タチウオ

１ 生態

２ 漁業に関する情報

３ 資源の状態

４ 資源管理の取組・その他のトピック

・主に刺し網、底びき網で周年漁獲されています。
・2025年（令和７年）の漁獲量は97トン、金額は118百万円でした。
・2011年３月の震災以降、操業自粛により水揚げはありませんでしたが、2015年
（平成27年）10月から再開されています。

・資源量の指標となるCPUE（単位努力量あたり漁獲量）等の情報が不足しているこ
とから、資源水準や動向は不明です。
・漁獲量の推移から、震災以前と比較して近年の資源は高位で増加傾向と考えられ
ます。

・北海道以南の本州沿岸から東シナ海、朝鮮半
島西岸、黄海・渤海にかけて広く分布します。
・2歳以上でほぼ全ての個体が成熟し、産卵に関
与します。
・産卵期は7～10月で、9月が盛期と考えられま
す。
・生殖腺の発達状況や卵・稚魚の採集状況から、
本県沖でも産卵していると考えられます。
・成魚は魚食性が強く、イワシ類やサバ類など
を捕食します。

＊仙台湾におけるタチウオの漁獲動向と生物特性（増田ほか
2022）により右図を作成

・震災前の漁獲量はわずかでしたが、近年、海況の変化とともに漁獲量が増加して
います。福島県沖でも産卵していることが確認されていることから、産卵期の保護
など、資源を維持するための取り組みが重要と考えられます。
・銀色に輝く姿は、まさしく刀のようです。タチウオは体の表面に傷がないきれい
な個体ほど高値で取引されます。そのため、固定式刺し網漁業では、商品価値を保
つため、魚体に傷がつかないよう細心の注意を払って取り扱います。
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